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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所要周波数レイヤ（Preferred Frequency Layer）を使用するマルチメディアブロード
キャストマルチキャストサービスに対するセッションをデバイスが開始したことを決定す
るステップと、
　前記デバイスがセッションを開始したという前記決定に基づき、当該デバイスに関する
少なくとも１つのセル選択及び／又は再選択パラメータを変更するステップであって、当
該デバイスのためのその後のセル選択及び／又は再選択が、他のセルよりも、前記所要周
波数レイヤを使用するセルに有利に作用し、前記少なくとも１つのセル選択又は再選択パ
ラメータは、通信システムにおけるどのセルを当該デバイスのために選択又は再選択すべ
きか優先順位決めするために使用されるパラメータを含む、変更ステップと、
を備えた方法。
【請求項２】
　前記パラメータはＨＣＳ＿ＰＲＩＯパラメータ又はそれに対するオフセットである、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パラメータはＲ基準又はそれに対するオフセットである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　セルがハイアラーキーであるかどうか識別し、そしてその決定に基づき、複数のセル選
択及び／又は再選択パラメータのどれを前記変更ステップにおいて変更すべきか選択する
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ステップを更に備えた、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　パラメータを変更する前記ステップは、パラメータに対する新たな値を識別するデータ
を前記システムから前記デバイスへ送信することを含む、請求項１から４のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項６】
　前記データは、セッション制御開始メッセージにより送信されるか、又はシステム情報
データメッセージにより送信される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　サービスセッションを開始するステップを備え、そして前記決定ステップは、サービス
セッションの開始に応答して実行される、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記変更ステップは、更に、高移動性トリガーに対する前記デバイスの応答性を減少す
るパラメータを設定することを含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記変更ステップは、更に、セルをより迅速に選択又は再選択するよう前記デバイスを
促すようにパラメータを設定することを含む、請求項１から８のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１０】
　所要周波数レイヤを使用するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
のためのセッションを開始した１つ以上のデバイスに少なくとも１つのセル選択及び／又
は再選択パラメータを送信するステップであって、その後のセル選択及び／又は再選択が
、他のセルよりも、前記所要周波数レイヤを使用するセルに有利に作用し、前記少なくと
も１つのセル選択又は再選択パラメータは、通信システムにおけるどのセルを前記１つ以
上のデバイスのために選択又は再選択すべきか優先順位決めするために使用されるパラメ
ータを含む、送信ステップを備える方法。
【請求項１１】
　前記パラメータはＨＣＳ＿ＰＲＩＯパラメータ又はそれに対するオフセットである、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記パラメータはＲ基準又はそれに対するオフセットである、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１３】
　少なくとも１つのセル選択及び／又は再選択パラメータの値を指示するメッセージを、
所要周波数レイヤを使用するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスの
ためのセッションを開始したデバイスにおいて受信するステップであって、その後のセル
選択及び／又は再選択が、他のセルよりも、前記所要周波数レイヤを使用するセルにとっ
て有利に作用し、前記少なくとも１つのセル選択又は再選択パラメータは、通信システム
におけるどのセルを前記デバイスのために選択又は再選択されるべきか優先順位決めに使
用されるパラメータを含む、受信ステップと、
　前記デバイスにおいて、パラメータとして前記メッセージに指示された値を採用するス
テップと、
を備えた方法。
【請求項１４】
　前記デバイスにおいて、前記サービスセッションの受信を希望するかどうかの決定に基
づいて、前記値を受信するステップを備え、
　前記デバイスは、前記サービスの受信を希望することが決定された場合にのみパラメー
タとしてメッセージに指示された値を採用する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記決定は、各々のデバイスにより実行され、そして前記メッセージは、複数のデバイ
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スへブロードキャスト又はマルチキャストされる、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記決定は、ネットワークにより実行され、そして前記メッセージは、サービスの受信
を希望すると決定されたデバイスにのみ送信される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　第２のパラメータの値を指示する第２のメッセージを前記デバイスにおいて受信するス
テップであって、前記パラメータの値は、前記デバイスにより採用された場合に、前記デ
バイスが、それが現在動作しているセルとは異なるセルをその後に選択するのを防止する
ものであるステップと、
　前記第２パラメータとして前記メッセージに指示された値を採用するステップと、
を備えた請求項１３から１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記デバイスにおいて、前記サービスセッションの受信を希望するかどうかの決定に基
づいて、前記値を受信するステップを備え、
　前記デバイスは、前記サービスの受信を希望することが決定された場合にのみ前記第２
パラメータとして前記第２メッセージに指示された値を採用する、請求項１７に記載の方
法。
【請求項１９】
　前記決定は、各々の前記デバイスにより実行され、そして前記メッセージは、複数のデ
バイスへブロードキャスト又はマルチキャストされる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記決定は、ネットワークにより実行され、そして前記メッセージは、サービスの受信
を希望すると決定されたデバイスにのみ送信される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　所要周波数レイヤを使用するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
のためのセッションがデバイスのために開始したことを決定するプロセッサと、
　前記デバイスが前記セッションを開始したことの決定に基づいて、少なくとも１つのセ
ル選択／再選択パラメータを変更するコントローラであって、その後のセル選択／再選択
が、他のセルよりも、前記所要周波数レイヤを使用するセルに有利に作用し、前記少なく
とも１つのセル選択または再選択パラメータが、通信システムにおけるどのセルを前記デ
バイスのために選択又は再選択すべきか優先順位決めするために使用されるパラメータを
含む、コントローラと、を備える装置。
【請求項２２】
　前記パラメータはＨＣＳ＿ＰＲＩＯパラメータ又はそれに対するオフセットである、請
求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記パラメータはＲ基準又はそれに対するオフセットである、請求項２１に記載の装置
。
【請求項２４】
　前記デバイスは無線ネットワークコントローラである、請求項２１から２３のいずれか
１項に記載の装置。
【請求項２５】
　所要周波数レイヤを用いるマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスの
ためのセッションを開始した装置に対する少なくとも１つのセル選択／再選択パラメータ
のための値を指示するメッセージを受信するコントローラであって、その後のセル選択／
再選択が、他のセルよりも、前記所要周波数レイヤを使用するセルに有利に作用し、前記
少なくとも１つのセル選択又は再選択パラメータが、通信システムにおけるどのセルを前
記デバイスのために選択又は再選択すべきか優先順位決めするために使用されるパラメー
タを含み、そして、
　前記パラメータのための前記メッセージにおいて指示された値を採用するコントローラ



(4) JP 4842252 B2 2011.12.21

10

20

30

40

50

を備える装置。
【請求項２６】
　前記パラメータはＨＣＳ＿ＰＲＩＯパラメータ又はそれに対するオフセットである、請
求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記パラメータはＲ基準又はそれに対するオフセットである、請求項２５に記載の装置
。
【請求項２８】
　前記装置はユーザ装置である、請求項２５から２７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項２９】
　所要周波数レイヤを使用するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
のためのセッションを開始した１つ以上の装置に前記装置のための少なくとも一つのセル
選択及び／又は再選択のための値を指示するメッセージを送信するコントローラを備える
装置であって、その後のセル選択及び／又は再選択が、他のセルよりも、前記所要周波数
レイヤを使用するセルに有利に作用し、前記少なくとも１つのセル選択又は再選択パラメ
ータが、通信システムにおけるどのセルを前記１つ以上のデバイスのために選択又は再選
択すべきか優先順位決めするために使用されるパラメータを含む、装置。
【請求項３０】
　前記パラメータはＨＣＳ＿ＰＲＩＯパラメータ又はそれに対するオフセットである、請
求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記パラメータはＲ基準又はそれに対するオフセットである、請求項２９に記載の装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢ
ＭＳ）を提供するための方法に係る。本発明の実施形態において、ＭＢＭＳは、無線アク
セスネットワークにおいて提供される。しかしながら、本発明の実施形態は、他の形式の
サービスをＲＡＮにおいて提供するのにも利用できることが考えられる。より詳細には、
本発明は、移動テレコミュニケーションネットワークにおいて実施できる。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＢＭＳの実施に伴う問題は、異なる周波数レイヤにセルがあって、異なる周波数レイ
ヤにわたりＭＢＭＳ加入者が分散している状態では、同じＭＢＭＳデータストリームが異
なる周波数レイヤを経て同じ地理的カバレージエリア内のＵＥへ送信される場合にシステ
ムの容量を浪費してしまうことである。例えば、同一位置にあるかどうかに関わらずセル
が重畳している場合がそうである。「同一位置（co-location）」という語は、一般に、
異なる周波数のセルが同じベースステーションサイトを有し、即ち２つ以上の搬送波周波
数の送信が同じベースステーションサイトから生じるものと理解される。しかしながら、
実際に、ネットワークは、２つ以上の搬送波周波数を有することがあり、又、異なるセル
サイズを有し、それ故、少なくとも全部のセルが同一位置になることはないが、これらの
異なる周波数レイヤのカバレージが所与の地理的エリアにおいて重畳する。従って、問題
は、同一位置のケースで生じるだけでなく、ネットワークが２つ以上の周波数のセルカバ
レージを有する全てのケース及びエリアで生じ、それ故、ネットワークオペレータは、搬
送波周波数の１つについてのみ（又は少なくとも全部の搬送波周波数ではない）ＭＢＭＳ
サービスを提供することを希望する。
【０００３】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３４６　ｖ６．０．０は、ＲＡＮにおいてＭＢＭＳを提供する
ことの一般的構造及び機能的態様を検討している。現在、２５．３４６　ｖ．６．０．０
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は、周波数レイヤの収斂を次のように規定している。
【０００４】
　「周波数レイヤ収斂(Frequency Layer Convergence)は、ＭＢＭＳサービスの送信が意
図される周波数レイヤを優先的に再選択するようにＵＴＲＡＮがＵＥに要求するプロセス
を意味する。このレイヤを優先することは、オフセット及びターゲット周波数のような付
加的なＭＢＭＳセッション関連レイヤ収斂情報（ＬＣＩ）により行うことができる。この
種の情報は、セッション開始時及び全セッション中にＵＥに与えることができ、そして全
セッション中に適用される。多数の周波数をサポートするには２つ以上のオフセットが要
求されるが、同じ周波数の全てのサービスに同じＬＣＩ情報が適用されると仮定する。」
【０００５】
　ハンガリーのブタペストで２００３年８月２５日から２９日に行われたＲ２－０３１７
１６、３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ２ミーティング＃３７は、ＭＢＭＳのための周波
数レイヤ収斂（ＦＬＣ）を提案している。
【０００６】
　フランスのソフィアアンチポリスで２００３年９月６日から１０日に行われたＲ２－０
３２０７７、ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ２ミーティング＃３８は、ＭＢＭＳのためのＵＥレイ
ヤ収斂メカニズムを開示している。
【０００７】
　フランスのソフィアアンチポリスで２００３年９月６日から１０日に行われたＲ２－０
４００８６、ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ２ミーティング＃３８は、レイヤ収斂のための異なる
態様、及び考えられるＭＢＭＳ周波数レイヤ収斂手順を検討している。
【０００８】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３４６　ｖ６．０．０は、ＲＡＮにおいてＭＢＭＳを提供する
一般的構造及び機能的態様を検討している。現在、２５．３４６　ｖ．６．０．０は、周
波数レイヤの収斂を次のように規定している。
【０００９】
　「周波数レイヤ収斂は、ＭＢＭＳサービスの送信が意図される周波数レイヤを優先的に
再選択するようにＵＴＲＡＮがＵＥに要求するプロセスを意味する。このレイヤを優先す
ることは、オフセット及びターゲット周波数のような付加的なＭＢＭＳセッション関連レ
イヤ収斂情報（ＬＣＩ）により行うことができる。この種の情報は、セッション開始時及
び全セッション中にＵＥに与えることができ、そして全セッション中に適用される。多数
の周波数をサポートするには２つ以上のオフセットが要求されるが、同じ周波数の全ての
サービスに同じＬＣＩ情報が適用されると仮定する。」
【００１０】
　ＦＬＣ概念の背後に意図されるものは、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）の観
点から、ＭＢＭＳセッションのためのポイント対マルチポイント（ｐ－ｔ－ｍ）接続を最
大にすることである。これは、ポイント対ポイント（ｐ－ｔ－ｐ）におけるＭＢＭＳが、
同じ無線リソースが消費されることから、Ｒ９９ＤＣＨ接続に勝る多数の利点を与えない
ためである。従って、ＦＬＣは、異なる周波数レイヤに重畳セルカバレージがあって、異
なる周波数レイヤにわたりＭＢＭＳ加入者が分散している状態では、ＭＢＭＳ加入者が同
じ周波数レイヤへ移動され、これにより、同じＭＢＭＳデータストリームを、多数の異な
る周波数レイヤを経て、同じ地理的カバレージエリア内のＵＥへ送信する必要性を否定す
るという点で、システム容量の浪費を減少する。
【００１１】
　２５．３４６　ｖ．６．０．０における検討、並びにドキュメントＲ２－０３１７　１
６、Ｒ２－０３２０７７及びＲ３－０４００８６における提案は、ＭＢＭＳのための周波
数レイヤ収斂方法を実施するのに必要な詳細を規定するものではなく、周波数レイヤ収斂
の必要性を一般的に検討するものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１２】
　現在のところ、次の無線リソース制御（ＲＲＣ）状態、即ちアイドル、ＣＥＬＬ＿ＦＡ
ＣＨ、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨにおいて、通常のセル再選択基準に基づいて選択又は再選択され
るものとは異なるセル又は周波数へＵＥを収斂することはできない。更に、セル再選択基
準が、別の搬送波周波数におけるセルの方が良好で、且つセルの障害(barring)がないこ
とを指示するときに、ＵＥを好ましいＭＢＭＳ周波数レイヤに保持することもできない。
【００１３】
　本発明の目的は、上述した問題の１つ以上を解決することである。
　本発明の態様は、特許請求の範囲に指摘する。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の一実施形態によれば、全てのＭＢＭＳ可能なＵＥがＭＢＭＳレイヤを再選択し
なければならないのではない。むしろ、ＭＢＭＳセッションをスタートするＵＥだけがＭ
ＢＭＳレイヤへ移動する。これは、全てのＭＢＭＳ　ＵＥが常に同じ周波数を再選択する
のを回避し、そして同じセルに向かうＭＢＭＳ　ＵＥの移動傾向を最小にする。例えば、
この特徴は、マクロレイヤが好ましいＭＢＭＳレイヤでありそしてマイクロレイヤが好ま
しい通常のＨＣＳレイヤである場合に、より大きなセルに向かうＭＢＭＳ　ＵＥの移動を
防止する。
【００１５】
　ＦＬＣ特徴は、ＭＢＭＳ可能なＵＥにしか適用できないのが好ましい。しかしながら、
本発明の実施形態は、他の形式のサービスをＲＡＮにおいて提供するのにも利用できると
考えられる。
【００１６】
　ＦＬＣは、通知の後にアクティブであるのが好ましい。ＭＢＭＳ通知指示子チャンネル
（ＭＩＣＨ）をセルに設けることができる。更に、ＭＢＭＳポイント対ポイントトラフィ
ックチャンネル（ＭＣＣＨ）をセルに設けることもできる。好ましいＭＢＭＳ周波数にな
いセルを経て送信されるＭＣＣＨは、好ましいＭＢＭＳレイヤを経て送信されるＭＣＣＨ
において利用できる全てのデータをもたないことがある。しかし、好ましいＭＢＭＳ周波
数にないセルにおいて送信されるＭＣＣＨは、ＦＬＣに必要とされるパラメータを含む。
ＭＣＣＨがセルにおいてＭＩＣＨと一緒に送信されない場合には、ＦＬＣパラメータを（
例えば）システム情報においてブロードキャストしなければならない。これは、あまり好
ましくない。
【００１７】
　ＦＬＣをディスエイブルすることを指示する明確なセッション停止が存在するのが好ま
しい。ネットワークは、この特徴を、ＭＢＭＳセッションの開始／終了でＯＮ／ＯＦＦに
スイッチすることができる。ＵＥは、ＦＬＣ関連のセル再選択パラメータ及び基準をＭＢ
ＭＳセッション中だけ使用する（ＦＬＣは、ＭＢＭＳセッションごとに使用できるだけで
ある）。
【００１８】
　変更ステップは、ターミナル装置がセルをより迅速に選択又は再選択するのを促すよう
にパラメータを設定することを含むのが好ましい。これは、即座の選択又は再選択をトリ
ガーするか、又は選択又は再選択をより有望に行うようスレッシュホールドを変更するこ
とにより、行うことができる。
【００１９】
　本発明の実施形態は、ＭＢＭＳのための周波数レイヤ収斂の解決策であって、既存のセ
ル再選択基準と矛盾せず且つセル再選択基準に対して最小の変更で済むようにする解決策
を提供するのが好ましい。本発明は、ＨＣＳ（ハイアラーキーセル構造）を伴ったり伴わ
なかったりして、ネットワークのための解決策を導入するものである。
【００２０】
　ネットワークは、通知の際にＦＬＣパラメータを送信することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
　図１は、ハイアラーキーセル構造を有するネットワークの一部分を示す概略図である。
このネットワークは、マクロセル２と、複数のマイクロセル４とを備えている。マクロセ
ルは、ＭＢＭＳレイヤを備え、一方、マイクロセルは、非ＭＢＭＳレイヤを備えている。
セルには、パラメータＨＣＳ＿ＰＲＩＯで表わされたＨＣＳプライオリティが関連付けら
れる。従って、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯの値がＭＢＭＳレイヤに関連付けられると共に、ＨＣＳ
＿ＰＲＩＯの値が非ＭＢＭＳレイヤに関連付けられる。
【００２２】
　通常、ＨＣＳを使用するネットワークでは、マクロセルは、優先順位がマイクロセルよ
り低い。即ち、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯは、各層で異なり、図１において、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯは
、マイクロセルでは３に等しく、そしてマクロセルでは２に等しい。マクロレイヤはＭＢ
ＭＳレイヤであるから、ＭＢＭＳセッションに対してＭＢＭＳレイヤを再選択するにはプ
ライオリティの変更が必要とされる。即ち、ＨＣＳを使用するネットワークの場合に、Ｈ
ＣＳプライオリティは、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯを変更することで変更される。
【００２３】
　従って、ネットワークがＨＣＳを使用し、そしてＨＣＳプライオリティがＭＢＭＳプラ
イオリティと整列されない場合には、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯは、通知の際にＭＢＭＳレイヤに
対して変更される。これは、周波数の識別と、パラメータＨＣＳ＿ＰＲＩＯに対するオフ
セット値又はＨＣＳ＿ＰＲＩＯに対する実際の変位値とによって行うことができる。ＦＬ
Ｃパラメータは、例えば、ＭＣＣＨ上のセッション制御開始メッセージにおいて又はＳＩ
Ｂ（システム情報ブロック形式）を経て送信することができる。
【００２４】
　図１において、ＭＢＭＳレイヤ上のセルのＨＣＳ＿ＰＲＩＯは、ＦＬＣを使用すること
が通知されるＵＥに対して非ＭＢＭＳレイヤ（ＨＣＳ＿ＰＲＩＯが３にセットされた）よ
り高いＨＣＳプライオリティ（ＨＣＳ＿ＰＲＩＯ）をもつように、２から４へ変更される
。プライオリティの変更は、通知の後に行われる。他のＵＥについては、ＨＣＳ＿ＰＲＩ
Ｏは、不変のままである。この例では、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯが２から４に変更されるが、こ
れは、ＭＢＭＳレイヤが、ＦＬＣを使用することが通知されるＵＥに対して高いプライオ
リティをもつことを意味する。他のＵＥについては、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯは、２に保たれる
。ＨＣＳプライオリティとＭＢＭＳプライオリティとがネットワークにおいて同じである
場合には、ＨＣＳプライオリティに対して変更は必要とされない。この場合に、ネットワ
ークは、ＭＢＭＳセッションの開始について通知されるＵＥに対してＦＬＣを使用しても
よいし又は通常のセル再選択基準を遵守してもよい。
【００２５】
　ＭＢＭＳセッションが終了すると、プライオリティがそれらの元の値に戻され、そして
図１に示す例では、ＵＥは、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯが３のマイクロセルを再選択する。
【００２６】
　通常のＨＣＳプライオリティの高移動性ルールは、プライオリティ決めが異なるために
ＭＢＭＳに対して有効でないことがある。この場合に、ＵＥは、２５．３４６　ｖ．６．
０．０に規定された通常のＨＣＳ高移動性トリガーに基づいて高移動性がトリガーされる
ときには、既存のＨＣＳ高移動性トリガー及び低ＨＣＳプライオリティ層の優先順位決め
を使用してはならない。これは、ＦＬＣが使用されるときに、高移動性トリガー及びルー
ル基準を使用してはならないことを仕様書に明確に定義するか、或いはＦＬＣのケースで
も高移動性トリガー及び基準を使用すべきかどうか指示する特殊なシグナリングエレメン
トにより、得ることができる。
【００２７】
　ＭＢＭＳレイヤの再選択は、ＵＥが、ＭＢＭＳレイヤにおけるセルのＨ基準を０より高
いと評価したとき（Ｈは、ＴＳ２５．３０４において定義される）、或いは通知の直後の
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いずれかに行われてもよい。ＦＬＣにより開始される初期セル再選択の場合に、ＵＥは、
より高速の周波数レイヤ収斂を許すためにペナルティ時間及びＴＥＭＰ＿ＯＦＦＳＥＴを
無視してもよい。ＵＥがＨ＞と評価した場合には、これは、収斂が生じる前にＭＢＭＳレ
イヤにおけるセルに対して最小のクオリティを確保する。セルの再選択において、ＦＬＣ
がアクティブであるときには、ＵＥは、ＭＢＭＳレイヤに対してＨ基準（Ｈ＞０）が満足
される限り、好ましいＭＢＭＳレイヤにおいて最も高いＲ値（Ｒ基準は、ＴＳ２５．３０
４に規定されている）をもつセルを選択する。２５．３０４におけるセル選択基準Ｓは、
ＵＥが適当なセルにキャンピングされるのを確保するために、ＵＥがＦＬＣ基準に基づい
て選択／再選択するところのセルについて満足されねばならない。ＦＬＣがアクチベート
された後の初期セル再選択の場合に、ＵＥは、ＦＬＣにより開始されるセル再選択を選ぶ
ことができ、又、ＵＥは、より高速の好ましいＭＢＭＳ周波数レイヤ収斂を許すためにペ
ナルティ時間及びＴＥＭＰ＿ＯＦＦＳＥＴを無視することができる。更に、ＦＬＣがアク
チベートされた後の第１セル再選択において、ＵＥは、Ｓ及びＨ基準を満足するＭＢＭＳ
レイヤのセルを選択できるが、それは、必ずしも最も高いＲ値を有するものではない。そ
れに続くセル再選択において、ＵＥは、最も高いＲ値を有し且つＳ及びＨ基準を満足する
セルを選択しなければならない。その直後のＦＬＣは、より短い収斂時間を与える。
【００２８】
　図２及び３は、ハイアラーキーセル構造をもたないネットワークの一部分を示す概略図
である。ネットワークがＨＣＳを使用しない場合には、ＭＢＭＳに対するセルの選択を制
御するために、Ｒ基準において使用されたオフセットが変更される。Ｒ基準は、ＴＳ２５
．３０４において定義される。即ち、Ｒ基準におけるＱoffsetが変更される。図２では、
サービスセルは、ＭＢＭＳレイヤに存在しない。図３では、サービスセルがＭＢＭＳレイ
ヤに存在する。
【００２９】
　ＭＢＭＳレイヤのセルの対するオフセット値の変更は、ＭＢＭＳ搬送波周波数において
セルに対して有用な付加的なＱｆｌｃｏｆｆｓｅｔ　ｔをシグナリングすることで行うこ
ともできる。多数のＭＢＭＳレイヤの場合には、Ｑｆｌｃｏｆｆｓｅｔは、各ＭＢＭＳ周
波数に対してシグナリングされねばならない。このオフセットは、通知の際に与えられる
。ＦＬＣパラメータは、例えば、ＭＣＣＨ上のセッション制御開始メッセージにおいて又
はＳＩＢ（システム情報ブロック形式）を経て送信することができる。Ｑｆｌｃｏｆｆｓ
ｅｔは、以下に述べる２つの仕方で得ることができる。
【００３０】
　次いで、希望のＭＢＭＳレイヤにおける全ての隣接セルに対するＲnが次のように計算
される。
　サービスセル　　Ｒs＝Ｑmeas,s＋Ｑｈｙｓｔs

　隣接セル　　　　Ｒn＝Ｑmeas,n－Ｑｏｆｆｓｅｔs,n＋（Ｆ）＊
　　　　　　　　　　　　Ｑｆｌｃｏｆｆｓｅｔ－ＴＯn＊（１－Ｌn）
但し、
　サービスセルが好ましいＭＢＭＳ周波数になく、隣接セルｎがＭＢＭＳの好ましい周波
数にある場合は、Ｆ＝１である。
　サービスセルも隣接セルｎもＭＢＭＳの好ましい周波数にない場合は、Ｆ＝０である。
　サービスセルが好ましいＭＢＭＳ周波数にあるが、隣接セルｎがＭＢＭＳの好ましい周
波数にない場合は、Ｆ＝－１である。
　サービスセルも隣接セルｎもＭＢＭＳの好ましい周波数にある場合は、Ｆ＝０である。
【００３１】
　別の方法は、希望のＭＢＭＳレイヤにおける全ての隣接セルのＱｏｆｆｓｅｔs,n値に
置き換わる新たなオフセット値を信号することである。
【００３２】
　次いで、ＵＥは、最も高いＲ値を有するセルを再選択する。（Ｒ基準及びパラメータは
、ＴＳ２５．３０４に定義されている。）ＦＬＣにより開始される初期セル再選択の場合



(9) JP 4842252 B2 2011.12.21

10

20

30

40

50

には、ＵＥは、より高速の周波数レイヤ収斂を許すためにペナルティ時間及びＴＥＭＰ＿
ＯＦＦＳＥＴを無視することができる。２５．３０４におけるセル選択基準Ｓは、ＵＥが
適当なセルにキャンピングされるのを確保するために、ＵＥがＦＬＣ基準に基づいて選択
／再選択するところのセルについて満足されねばならない。ＦＬＣがアクチベートされた
後の最初のセル再選択では、ＵＥは、Ｓを満足するが、必ずしも最も高いＲ値をもたない
好ましいＭＢＭＳ周波数レイヤにおけるＭＢＭＳレイヤセルを選択することができる。そ
れに続くセル再選択において、ＵＥは、最も高いＲ値を有し且つＳ及びＨ基準を満足する
セルを選択しなければならない。
【００３３】
　次いで、ＵＥは、最も高いＲ値をもつセルを再選択する。（Ｒ基準及びパラメータは、
ＴＳ２５．３０４に規定されている。）ＦＬＣにより開始される初期セル再選択の場合に
は、ＵＥは、より高速の周波数レイヤ収斂を許すためにペナルティ時間及びＴＥＭＰ＿Ｏ
ＦＦＳＥＴを無視することができる。
【００３４】
　従って、ＦＬＣは、通知の直後に発生し、その後、ＵＥは、ＭＢＭＳセッションが終了
するまで、新たなＦＬＣパラメータ及びそれに対応するセル再選択基準に従う。ＭＢＭＳ
レイヤのこの初期の即座の再選択の後に、ＵＥは、ＭＢＭＳレイヤ（１つ又は複数）に対
して変更されたオフセット値（１つ又は複数）を伴う通常のセル再選択基準に従う。
【００３５】
　或いは又、新たなＭＢＭＳセルは、セル再選択が行われる前の時間インターバルＴrese

lection中にサービスセルより優れたランクでなければならない。これは、セルの再選択
に対して付加的な遅延を生じさせるが、Ｔreselectionの値が高くない場合には合理的で
ある。Ｔreselectionのパラメータ範囲は、０から３１秒まで１秒のステップでセットす
ることができる。或いは又、２５．３０４におけるセル選択基準Ｓは、ＵＥが適当なセル
にキャンピングされるのを確保するために、ＵＥがＦＬＣ基準に基づいて選択／再選択す
るところのセルについて満足されねばならない。
【００３６】
　ＭＢＭＳセッションが終了すると、Ｑoffset値が、通常値へ変更されて戻される。
　ＦＬＣパラメータ及びセル再選択ルールは、ＭＢＭＳセッション中に有効である。ＭＢ
ＭＳセッションが終了すると、ＵＥは、通常のセル再選択パラメータ及び基準を再び使用
してスタートする（即ち、ＨＣＳ＿ＰＲＩＯは、通常のセル再選択についてシステム情報
に与えられた通常の値へ変更され、そしてＱｆｌｃｏｆｆｓｅｔは、セル再選択にもはや
使用されない）。
【００３７】
　上述した方法は、次のように実施される。
　ＵＴＲＡＮ（ＲＮＣ）は、ＭＢＭＳセッションが開始することをＵＥに通知するときに
ＦＬＣに関連したパラメータを送信する。これは、例えば、ＭＣＣＨ上のセッション制御
開始メッセージにおいて又はＳＩＢ（システム情報ブロック形式）を経て行うことができ
る。
【００３８】
　ＦＬＣがネットワークに使用されるときには、ＵＥがセッション停止を指示して、ＵＥ
が通常のセル再選択パラメータ及び基準を再び使用してスタートできるようにしなければ
ならない。
　ＵＥは、ＭＢＭＳセッションがスタートすることが通知されたときにＦＬＣパラメータ
を読み取り、そしてＦＬＣセル再選択パラメータをセル再選択に使用して始動する（周波
数レイヤ収斂を可能にするために）。
【００３９】
　ＭＢＭＳセッションが終了すると、ＵＥは、通常のセル再選択ルールに復帰する。
　本発明は、ＨＣＳを伴ったり伴わなかったりするネットワークにおいてＭＢＭＳのため
のワーキングＦＬＣ方法（セル再選択基準）を提供する。この方法は、後方互換性があり
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、即ちＨＣＳを含む全てのＲ９９特徴で使用することができる。Ｒ９９再選択ルールは、
そのままである。
【００４０】
　ＨＣＳケースの利点は、次の通りである。
　－簡単な解決策である。ある周波数に対して異なる値のＨＣＳ＿ＰＲＩＯを仮定するだ
けで作用する。
　－ＭＢＭＳレイヤの再選択がＨ＞０のときしか生じない場合には、収斂の前に最低のク
オリティが生じることを保証する。
【００４１】
　非ＨＣＳの利点は、次の通りである。
　－簡単な解決策である。ある周波数に対して異なるＱｏｆｆｓｅｔ値を仮定するだけで
作用する。
【００４２】
　本発明の他の実施形態も考えられる。例えば、本発明は、ＲＡＮにおいて他の形式のサ
ービスを提供するのにも利用できる。
　システムは、３Ｇ／ＵＭＴＳシステム又はその派生物であるのが好ましいが、本発明は
、他のシステムにも利用できる。
【００４３】
　本発明を例示するために、以下に更に説明する。
　１．はじめに
　周波数レイヤ収斂（ＦＬＣ）の概念は、［３］からの改訂されたテキストに基づいて導
入されたＲＡＮ２＃４０における［４］に含まれている。ＦＬＣ概念の背後にある意図は
、ＲＮＣの観点から、ＭＢＭＳセッションに対してｐ－ｔ－ｍ接続を最大にすることであ
る。これは、ｐ－ｔ－ｐにおけるＭＢＭＳが、同じ無線リソースが消費されることから、
Ｒ９９ＤＣＨ接続に勝る多数の利点を与えないためである。現在のところ、次のＲＲＣ状
態、即ちアイドル、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨにおいて、あるセル又は周波
数へＵＥを収斂することはできない。たとえ［４］に含まれていても、ＦＬＣの説明は、
依然として一般的なレベルであり、ステージ３の作用をスタートできるまでに更なる改善
を必要とする。この貢献において、ＦＬＣ概念に関係する要求及び仮定についてのノキア
の見解を提示する。これらに基づいて、あるＭＢＭＳ手順／特徴に対するＦＬＣの影響に
ついて識別し、そしてこの影響と、その基礎となる仮定とを明確に説明するために［４］
の種々の部分に対してなすべき変更を提案する。
【００４４】
　２．検討
　２．１．ＦＬＣの仮定及び要求
　ドキュメントＲ２－０３１７１６、Ｒ２－０３２０７７及びＲ２－０４００８６には、
ＦＬＣの概念が検討されている。しかしながら、［４］においてＦＬＣについて述べたテ
キストは、その基礎となる全ての仮定を捕えていない。本出願人の見解によれば、少なく
とも次の仮定が有効である。
【００４５】
　１．全てのＭＢＭＳ可能なＵＥがＭＢＭＳレイヤを再選択しなければならないのではな
い
　セッションがスタートするところのＭＢＭＳユーザサービスをアクチベートしたＵＥが
ＭＢＭＳレイヤに移動するだけでよい。これは、ＭＢＭＳサービスが送信されるときに常
に同じ周波数を再選択する他のＭＢＭＳサービスを全てのＭＢＭＳ　ＵＥがアクチベート
するのを回避し、そしてより大きなセルに向かうＭＢＭＳ　ＵＥの移動トレンドを最小に
するが、通常のセル再選択パラメータは、例えば、マイクロレイヤにおいてより小さなセ
ルにプライオリティを与える。
【００４６】
　２．ＦＬＣは通知を受信した後にアクティブであるだけでよい
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　（これは、ＭＩＣＨ及びＭＣＣＨが全てのセルに存在して、セッションスタートシグナ
リングを与えることを意味する。）［４］には、ＵＥがセッションに参加するときに移動
しなければならないか、通知を受けるときに移動しなければならないか明確に述べられて
いない。ノキアは後者を好む。というのは、ＦＬＣは、それが必要とされるときだけ、即
ちセッションがスタートするときだけ行うことが許されるからである。これは、重要であ
る。というのは、ＦＬＣに基づくセル再選択は、通常、ネットワークに使用される通常の
セル再選択ルールに基づいてキャンピングすべき最良のセルを指示しないからである。各
セルにおけるＭＩＣＨ及びＭＣＣＨは、ターゲット周波数でカウントする。再選択を許す
には、遅延が必要となる。
【００４７】
　３．ＦＬＣをディスエイブルするのを指示するために明確なセッション停止がなければ
ならない
　ＦＬＣは、通常、あまり最適でないセル再選択を与えるので、ＵＥがこの特徴をアクテ
ィブに使用して費やす時間を最小にしなければならない。
【００４８】
　４．ＦＬＣベースのセル再選択は、好ましいＭＢＭＳ周波数レイヤが受け容れられるク
オリティを与えることができるエリアにおいて行うだけでよい
　必要な制限：ＦＬＣは、カバレージが重畳するセルでしか行えず、そして隣接セルは、
同じ周波数でなければならない。最近、ＲＡＮ２には、同一位置にあるセルの場合にＦＬ
Ｃを行うだけでよいことが検討されている。滑らかな初期周波数レイヤ収斂をいかに確保
するか、そしてセッションがアクティブであって好ましいＭＢＭＳ周波数レイヤが受け容
れられるクオリティを与えることができる（即ち、少なくともＳ基準が満足される）限り
、好ましいＭＢＭＳレイヤにＵＥをいかに維持するかについて更なる分析を行った。初期
周波数レイヤ収斂の場合に同一位置(co-location)要求がどんな意味をもつか定義するこ
とは容易であるが、ＵＥがＭＢＭＳレイヤ内でセル再選択の実行を開始するときにはビッ
トをより複雑なものにすることが分かった。ＭＢＭＳレイヤにおける全てのセルは、別の
周波数のセル、潜在的には、初期ＦＬＣが行われたところのセル、と潜在的に同一位置に
することができる。この文書により設定される要求を満足する受け容れられるＦＬＣセル
再選択ルールを定義することができる。
【００４９】
　特定のセルに向かうＵＥの収斂を試みないことが好ましい。というのは、これが隣接セ
ルに強い障害を生じるからである。むしろ、ＭＢＭＳレイヤ上の全ての隣接セルに対して
有効な一般的ＦＬＣレイヤルールを定義しなければならない。
【００５０】
　６．ＦＬＣは、後方互換性がなければならず、即ち既存のセル再選択基準とのインター
ワーキングを許さねばならない
　７．ＦＬＣは、ＨＣＳを伴う及び伴わないネットワークに利用できねばならない
　８．ＭＢＭＳレイヤは、ＭＢＭＳサービスとは独立してＲ９９／４／５サービスも提供
し、即ちＲ９９／４／５のＵＥもＭＢＭＳレイヤセルにキャンピングできると仮定する
【００５１】
　２．２．他のＭＢＭＳ手順／特徴への影響
　理由：
　　１．ＦＬＣは、ＭＢＭＳセッション中しか利用できない。（２及び３の結果は、）
　　２．ＦＬＣは、セル再選択をベースとする方法を使用する必要がある。これは、ＵＥ
が、ネットワークにより与えられる１組の変更されたルールに基づいて、最良のセルを選
択することを意味する。ネットワークは、ＭＢＭＳセッションの開始／終了でこの特徴を
ＯＮ／ＯＦＦにスイッチすることができる。
　　３．ＦＬＣを考慮するために、セッション開始手順を改善する必要がある。
　　４．ＦＬＣが使用される場合には、セッション停止手順を使用する必要がある。
　　５．たとえＭＴＣＨがなくても、ＭＢＭＳサービス地理的エリア内の全てのセルにＭ
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ＩＣＨ及びＭＣＣＨも与えることが必要である。
【００５２】
　４．提案
　次の変更をＴＳに含ませることを合意すべきであることを提案する。合意がなされると
、ＣＲを行うことができるか、又は別のアクションをとることができる。
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃１の開始＜＜＜＜＜＜＜＜＜
【００５３】
　６．３．ＭＢＭＳ通知指示子チャンネル
　ＭＢＭＳ通知は、ＭＢＭＳ通知指示子チャンネル（ＭＩＣＨ）と称される新たなＭＢＭ
Ｓ特有のＰＩＣＨをセルに使用する。ＭＩＣＨフレームは、次の図に示される。厳密なコ
ードは、ステージ３物理レイヤ仕様書に定義される。ＦＬＣが使用されるときには、ＭＴ
ＣＨチャンネルの存在とは独立してＭＩＣＨチャンネルがセルに存在し得る。
　　　　　　　　　　　　　［図５］
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃１の終了＜＜＜＜＜＜＜＜＜
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃２の開始＜＜＜＜＜＜＜＜＜
【００５４】
　８．１．１．セッション開始
　ＣＮからセッション開始指示を受け取ると、ＵＴＲＡＮは、セッション開始シーケンス
を開始し、ＭＢＭＳコンテンツを受け取るためにＵＥに無線リソースを割り当てる。この
シーケンスの一部分として、ＵＴＲＡＮは、ｐ－ｔ－ｍ転送モードを使用すべきかｐ－ｔ
－ｐ転送モードを使用すべきか決定するためにカウント手順（アイドルモードＵＥの数を
カウントする）を適用することができる。又、セッション開始シーケンス中にＦＬＣをア
クチベートすることもでき、これは、セッション開始シーケンス中にセル再選択を生じさ
せる。この場合に、セル再選択は、ＭＣＣＨが読み取られた後に行わねばならない。
【００５５】
　次の図は、考えられるセッション開始シーケンスの一例を示す。
　　　　　　　　　　　　　［図６］
【００５６】
　一般に、セッション開始シーケンスは、次のステップを含む。
　●　ＵＴＲＡＮが最も最適な転送モードを決定するためにカウンティングを適用する場
合には、先ず、従来のページングを適用して、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態にあるＵＥをＣＥＬＬ
＿ＰＣＨ状態へと移動する。次いで、次のステップが実行される。
　　○　ＵＴＲＡＮは、正しいＭＢＭＳ通知指示子（ＮＩ）をセットし、そしてサービス
ＩＤ及びＭＣＣＨのアクセス確率を含むＭＢＭＳ　ＡＣＣＥＳＳ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯ
Ｎを送信する。
　　○　ＤＲＸウェイクアップの際に、アイドルモードにあるＵＥと、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ
、ＵＲＡ＿ＰＣＨ及びＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにあって、ｐ－ｔ－ｍ転送モードで提供される
ＭＢＭＳサービスを受けていないＵＥは、ＭＢＭＳ　ＮＩを評価し、もしセットされてい
れば、予め定義された時間にＭＣＣＨを読み取る。アクセス確率を含むＭＢＭＳ　ＡＣＣ
ＥＳＳ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを受け取ると、確率チェックにパスするアイドルモード
にあるＵＥは、ＲＲＣ接続確立を開始して、ＰＭＭ　ＣＯＮＮＥＣＴＥＤへ移動する。Ｒ
ＲＣ　ＣｏｎｎｅｃｔｅｄモードのＵＥは、ＭＢＭＳ　ＡＣＣＥＳＳ　ＩＮＦＯＲＭＡＴ
ＩＯＮを無視する。ＵＴＲＡＮは、ＣＮからのＵＥリンクを使用してＭＢＭＳサービスに
関心のあるＵＥをカウントする。
　　○　予め定められたスレッシュホールドに達した場合には、ＵＴＲＡＮは、以下に述
べるｐ－ｔ－ｍ　ＲＢ確立手順を適用する。さもなければ、ＵＴＲＡＮは、異なる確率値
を使用して、ＭＢＭＳ　ＡＣＣＥＳＳ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを何回も繰り返すことが
できる。スレッシュホールドに達しない場合には、ＵＴＲＡＮは、ｐ－ｔ－ｐ　ＲＢ確立
手順を適用する。
　　注：ＮＩは、ｐ－ｔ－ｍ転送モードを使用して提供されるＭＢＭＳサービスを受けな
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いＣＥＬＬ＿ＰＣＨ、ＵＲＡ＿ＰＣＨ及びＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＵＥにより評価さ
れる。ここでは、これらのＵＥは、「ＮＩ検出接続モードのＵＥ」と称される。ｐ－ｔ－
ｍ転送モードを使用して提供されるＭＢＭＳサービスを受けるＣＥＬＬ＿ＰＣＨ、ＵＲＡ
＿ＰＣＨ、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ及びＣＥＬＬ＿ＤＣＨにおけるＵＥは、二次通知指示子（
ＳＮＩ）を受け取る。後者のＵＥは、「ＳＮＩ検出接続モードＵＥ」と称される。
【００５７】
　●　ＵＴＲＡＮがｐ－ｔ－ｍ　ＲＢ確立手順を選択する場合：
　　○　ＵＴＲＡＮは、ＭＴＣＨを構成し、そして関連ＭＢＭＳサービスに対するサービ
スＩＤ及びｐ－ｔ－ｍ　ＲＢ情報を含ませることによりＭＣＣＨ（ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩ
ＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ及びＭＢＭＳ　ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＩＮＦＯＲＭ
ＡＴＩＯＮ）を更新する。
　　○　ｐ－ｔ－ｍ　ＲＢ確立の前にカウンティングを行わない場合には、ＵＴＲＡＮは
、正しいＭＢＭＳ通知指示子（ＮＩ）をセットする。カウンティングに関わらず、ＵＴＲ
ＡＮは、二次通知指示子も与える。
　　○　ＵＴＲＡＮは、サービスＩＤ及びｃａｕｓｅ＝ｓｅｓｓｉｏｎ　ｓｔａｒｔ　ｏ
ｎ　ＤＣＣＨを含むＭＢＭＳ専用の通知メッセージを送信し、ｐ－ｔ－ｍ転送モードを使
用して提供されるＭＢＭＳサービスを受けないＣＥＬＬ＿ＤＣＨにあるＵＥに通知する。
　　○　ｐ－ｔ－ｍ　ＲＢ確立の前にカウンティングを行う場合には、アイドルモードに
あるＵＥ、及びＮＩ検出接続モードのＵＥは、予め定められた時間にＭＣＣＨを読み取り
、ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ及びＭＢＭＳ　ＲＡＤＩＯ　ＢＥ
ＡＲＥＲ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを取得する。
【００５８】
　　○　ｐ－ｔ－ｍ　ＲＢ確立の前にカウンティングを行わない場合には、ＤＲＸウェイ
クアップの際に、アイドルモードにあるＵＥ、及びＮＩ検出接続モードのＵＥは、ＭＢＭ
Ｓ　ＮＩを評価し、そしてもしセットされた場合には、予め定められた時間にＭＣＣＨを
読み取り、ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ及びＭＢＭＳ　ＲＡＤＩ
Ｏ　ＢＥＡＲＥＲ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを取得する。
　　○　ＭＢＭＳ　ＳＮＩを検出すると、ＳＮＩ検出接続モードのＵＥは、予め定められ
た時間にＭＣＣＨを読み取り、ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ及び
ＭＢＭＳ　ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを取得する。既存のアク
ティビティと並列にスタートしたセッションに対してＭＴＣＨを受け取ることのできない
ＵＥは、ユーザに通知する。これは、ユーザが、進行中のアクティビティと新たなＭＢＭ
Ｓサービスとの間で選択を行えるようにする。
　　○　ｃａｕｓｅ＝ｓｅｓｓｉｏｎ　ｓｔａｒｔを伴うＭＢＭＳ専用の通知を受け取る
と、ＭＣＣＨと、既存のアクティビティに並列の対応するＭＴＣＨとを受け取ることので
きないＣＥＬＬ＿ＤＣＨのユーザがユーザに通知する。これは、ユーザが、進行中のアク
ティビティと新たなＭＢＭＳサービスとの間で選択を行えるようにする。ユーザが新たな
ＭＢＭＳサービスを受けるよう判断した場合には、ＵＥは、予め定められた時間にＭＣＣ
Ｈを読み取り、ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ及びＭＢＭＳ　ＲＡ
ＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを取得しなければならない。
　　○　関連ＭＢＭＳサービスに対してｐ－ｔ－ｍ　ＲＢ情報を含むＭＢＭＳ　ＳＥＲＶ
ＩＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ及びＭＢＭＳ　ＲＢ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを受け取
ると、ＵＥは、ｐ－ｔ－ｍ無線ベアラの受信を開始する。
【００５９】
　●　ＵＴＲＡＮがｐ－ｔ－ｐ　ＲＢ確立手順を選択する場合：
　　○　ＵＴＲＡＮは、従来のページングを適用し、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨにおけるＵＥをト
リガーして、セル手順を遂行する。更に、ＵＴＲＡＮは、適切なＲＲＣ手順、例えば、Ｒ
Ｂ設定手順により、ｐ－ｔ－ｐ　ＲＢを確立する。
　　○　ＵＥは、ＵＴＲＡＮにより選択されたＲＲＣ手順、例えば、ＲＢ設定手順により
、ｐ－ｔ－ｐ無線ベアラを確立する。
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　　○　ＵＴＲＡＮは、その後の時点でセルに参加し又は入るＵＥに通知するためにＭＣ
ＣＨ（ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＩＮＦＯ）を更新する。
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃２の終了＜＜＜＜＜＜＜＜＜
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃３の開始＜＜＜＜＜＜＜＜＜
【００６０】
　８．１．４．セッション停止
　ＵＴＲＡＮは、セッション停止手順を適用し、ＭＴＣＨ送信の終了が、アイドル周期だ
けではなくセッションの終了に関連していることをＵＥに通知することができる。この手
順の目的は、ＵＥの電力消費を減少すると共に、ＦＬＣの使用を必要とする進行中のＭＢ
ＭＳセッションがないときにＵＥが周波数レイヤ収斂機能をディスエイブルするのを許す
ことである。ＦＬＣが適用されるときには、ＵＴＲＡＮは、セッション停止手順を適用し
なければならない。
【００６１】
　次の図は、考えられるセッション停止シーケンスの一例を示す。
　　　　　　　　　　　　　［図７］
【００６２】
　ＵＴＲＡＮがサービスｐ－ｔ－ｍを提供する場合には、セッション停止シーケンスは、
次のステップを含む。
　●　ＵＴＲＡＮは、正しいＭＢＭＳ　ＮＩをセットし、そしてＳＮＩを与える。
　●　ＤＲＸウェイクアップの際に、アイドルモードのＵＥと、ＮＩ検出接続モードのＵ
Ｅは、ＭＢＭＳ　ＮＩを評価し、そしてもしセットされた場合には、予め定められた時間
にＭＣＣＨを読み取り、必要なＭＣＣＨ情報を取得する。この情報を受け取ると、ＵＥは
、ＭＴＣＨの受信を停止する。
　●　ＭＢＭＳ　ＳＮＩを検出すると、ＳＮＩ検出接続モードのＵＥは、予め定められた
時間にＭＣＣＨを読み取り、必要なＭＣＣＨ情報を取得する。この情報を受け取ると、Ｕ
Ｅは、ＭＴＣＨの受信を停止する。
【００６３】
　ＵＴＲＡＮがサービスｐ－ｔ－ｐを提供する場合には、セッション停止シーケンスは、
次のステップを含む。
　●　ＵＴＲＡＮは、ｐ－ｔ－ｐ無線ベアラを解除し、そしてその後の時点でセルに参加
し又は入るＵＥに通知するように、ＭＣＣＨ（ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＩＮＦＯ）を
更新する。
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃３の終了＜＜＜＜＜＜＜＜＜
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃４の開始＜＜＜＜＜＜＜＜＜
【００６４】
　１１．２．周波数レイヤ収斂
　周波数レイヤ収斂は、ＭＢＭＳサービスが送信されるよう意図された周波数レイヤを優
先的に再選択するようにＵＴＲＡＮがＵＥに要求するプロセスを表わしている。このレイ
ヤを優先することは、オフセット及びターゲット周波数のような付加的なＭＢＭＳセッシ
ョン関連レイヤ収斂情報（ＬＣＩ）により行うことができる。この種の情報は、セッショ
ン開始時及び全セッション中にＵＥに与えることができ、そして全セッション中に適用さ
れる。多数の周波数をサポートするには２つ以上のオフセットが要求されるが、同じ周波
数の全てのサービスに同じＬＣＩ情報が適用されると仮定する。
【００６５】
　メカニズムの詳細は、状態３に定義されるが、メカニズムは、次の要件を満足しなけれ
ばならない。
　●　全てのＭＢＭＳ可能なＵＥがＭＢＭＳレイヤを再選択しなければならないのではな
い。
　●　ＦＬＣは、通知の後にアクティブであるだけでよい。
　●　ＦＬＣをディスエイブルするのを指示するために明確なセッション停止がなければ
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　●　ＦＬＣベースのセル再選択は、好ましいＭＢＭＳ周波数レイヤが、受け容れられる
クオリティを与えることのできるエリアで行なうだけでよい。
　●　ＦＬＣは、後方互換性がなければならず、即ち既存のセル再選択基準とのインター
ワーキングを許さねばならない。
　●　ＦＬＣは、ＨＣＳを伴う及び伴わないネットワークに利用できねばならない。
　●　ＭＢＭＳレイヤは、ＭＢＭＳサービスとは独立してＲ９９／４／５サービスも提供
し、即ちＲ９９／４／５のＵＥもＭＢＭＳレイヤセルにキャンピングできると仮定する。
　＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞変更＃４の終了＜＜＜＜＜＜＜＜＜
【００６６】
　参照文献：
［１］Ｒ２－０３１７１６
［２］Ｒ２－０３２０７７
［３］Ｒ３－０４００８６
［４］２５．３４６ｖ．６．０．０
【００６７】
　本出願人は、ここに述べた各個々の特徴を別々に、且つ２つ以上のそのような特徴を組
み合せて開示したが、このような特徴又は特徴の組合せが、ここに開示した問題を解決す
るかどうかに関わらず、且つ特許請求の範囲を限定することなく、そのような特徴又はそ
の組合せが、当業者の共通の一般的な知識に鑑み、本明細書に基づいて全体として実行で
きる程度に開示した。本出願人は、本発明の態様がこのような個々の特徴又は特徴の組合
せより成ることを指摘する。以上の説明に鑑み、当業者であれば、本発明の範囲内で種々
の変更がなされ得ることが明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】ハイアラーキーセル構造を有するネットワークにおいて本発明の実施形態を示す
概略図である。
【図２】ハイアラーキーセル構造をもたず、サービスセルがＭＢＭＳレイヤに存在しない
ネットワークにおいて本発明の実施形態を示す概略図である。
【図３】ハイアラーキーセル構造をもたず、サービスセルがＭＢＭＳレイヤに存在するネ
ットワークにおいて本発明の実施形態を示す概略図である。
【図４】本発明の方法の一実施形態におけるステップを示すフローチャートである。
【図５】ＭＩＣＨフレームを示す図である。
【図６】セッション開始シーケンスを示す図である。
【図７】セッション停止シーケンスを示す図である。
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